
医
療
費
控
除
に
つ
い
て 

平
成
二
十
六
年
中
（
二
十
六
年
一
月
一
日
～
十
二

月
三
十
一
日
）
の
間
に
、
当
施
設
に
支
払
わ
れ
た
介
護

保
険
一
部
負
担
金
な
ど
、
国
が
控
除
を
認
め
る
費
用

に
つ
い
て
は
、
「医
療
費
控
除
の
対
象
」と
な
り
ま
す
。  

 

当
施
設
の
場
合
、
領
収
書
の
各
項
目
の
金
額
の
後
ろ

に
「*

」
の
印
が
付
い
て
い
る
も
の
が
、
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
る
金
額
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

領
収
書
の
送
付
に
つ
い
て 

昨
年
中
に
振
込
で
お
支
払
い
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
当

該
分
の
領
収
書
を
今
回
の
請
求
書
の
封
筒
に
同
封
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
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オキドキニュース １月号 オキドキニュース １月号 平成２７年１月１日発行 

小
寒 

 

五
日 

 
 

こ
の
日
は
寒
の
入
り
で
、
節
分
ま
で
の
期
間
が
「
寒
」
で

す
。
寒
さ
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
。
池
や
川
の
氷
も
厚

み
を
ま
す
頃
で
す
。 

大
寒 

 

二
〇
日 

 

一
年
で
一
番
寒
さ
の
厳
し
い
頃
で
す
が
、
同
時
に
こ
れ

か
ら
は
暖
か
く
な
る
と
言
う
こ
と
で
す
。
春
は
も
う

目
前
。 

     

二十四節季 

オ
キ
ド
キ
ニ
ュ
ー
ス 
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一
月
号 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

 

十
二
月
十
三
日
（土
曜
日
）、
デ
イ
ル
ー
ム
に
て
、
「
ク

リ
ス
マ
ス
会
」を
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
柳
川
様
に
、
ギ
タ
ー
の
弾

き
語
り
を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

素
晴
ら
し
い
歌
声
と
時
折
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら

「
青
葉
城
恋
唄
」
「
神
田
川
」
な
ど
の
弾
き
語
り
を
さ

れ
、
ま
た
、
柳
川
様
が
作
詞
、
作
曲
さ
れ
た
曲
も
演
奏

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

ギ
タ
ー
の
旋
律
に
耳
を
傾
け
、
軽
妙
な
ト
ー
ク
に
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

ギ
タ
ー
演
奏
の
あ
と
は
、
職
員
扮
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
か
ら
、
ご
利
用
者
の
皆
様
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡

し
、
大
変
楽
し
い
「ク
リ
ス
マ
ス
会
」と
な
り
ま
し
た
。 

 

  

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
方
に
は
良
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心 

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
医
療 

法
人
社
団
珠
泉
会
の
各
施
設
・事
業
所
の
運
営
に 

格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、 

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
四
月
の
介
護
保
険
改
正
で
は
、
団

塊
世
代
が
全
て
七
十
五
歳
以
上
と
な
り
、
合
わ
せ

て
医
療
ニ
ー
ズ
が
高
い
要
介
護
者
の
増
大
が
見
込

ま
れ
る
平
成
三
十
七
年
を
見
据
え
た
「
地
域
包
括

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」、
「介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能

性
確
保
の
た
め
の
重
点
化
・
効
率
化
」
、
「
在
宅
中

重
度
者
や
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
強
化
」
、
「
介

護
人
材
確
保
対
策
の
推
進
」
な
ど
が
示
さ
れ
て
お

り
ま
す
。 

珠
泉
会
で
は
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
在
宅
を
基
本
と
し
た
生
活
の
継
続
を
目
指
す
と

い
う
介
護
保
険
の
方
向
と
合
致
す
べ
く
、
今
年
三

月
に
文
京
区
小
石
川
に
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
つ
つ

星
」
と
、
「
短
期
入
所
生
活
介
護
あ
け
ぼ
し
」
を
開

設
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
十
月
の
国
立
市
谷
保
の

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
た
り
ざ
」
開
設
に
向
け
て
も

準
備
し
て
お
り
ま
す
。
「か
た
り
ざ
」は
、
丸
太
木
を 

 

 

「
介
護
保
険
証
」
の
更
新
手
続
き
は
お
早
め
に 

ご
利
用
者
の
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
か
ら
、
有
効

期
限
二
ヶ
月
前
に
更
新
手
続
き
の
申
請
書
類
『介
護

保
険
（変
更
・更
新
）申
請
書
』が
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
速
や
か
に
市
区
町
村

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

更
新
手
続
き
が
遅
れ
、
認
定
有
効
期
限
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
す
と
、
「新
た
な
要
介
護
度
」が
決
ま
ら
な

い
た
め
に
、
「保
険
請
求
、
利
用
料
の
請
求
、
今
後
の

方
向
性
の
支
援
」な
ど
が
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
介
護

認
定
の
結
果
「要
支
援
」と
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
入

所
の
継
続
が
出
来
ず
退
所
と
な
り
ま
す
の
で
、
『介

護
保
険
の
更
新
手
続
き
書
類
』が
郵
送
さ
れ
ま
し
た

ら
、
直
ぐ
に
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 

 

１． 面会時は「手の消毒」・「マスク着用」 

２． 乳幼児・学生（小学生・中学生・高校生等）の面会中止 

３  面会時の受付での「体温測定」 

※熱・咳などの症状がある方は、面会をお控え下さい。 

 

  

 

ご
当
地
グ
ル
メ 

じ
ゃ
っ
ぱ
汁
風
タ
ラ
味
噌
鍋
（
青
森
県
） 

「
じ
ゃ
っ
ぱ
汁
」
は
、
青
森
県
の
冬
を
代
表
す
る

郷
土
料
理
で
す
。
「
じ
ゃ
っ
ぱ
」
は
津
軽
弁
で
「
雑

把
」
の
意
味
で
、
通
常
は
魚
を
三
枚
に
お
ろ
し
た

際
に
で
る
、
頭
や
内
臓
、
身
の
付
い
た
骨
な
ど
の

「粗
（あ
ら
）」を
指
す
そ
う
で
す
。 

魚
・
鱈
（
タ
ラ
）
と
野
菜
な
ど
を
煮
込
み
、
塩
や

味
噌
で
味
付
け
し
た
、
栄
養
価
が
高
く
、
寒
い
冬

に
心
身
と
も
に
温
ま
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
青
森

の
冬
に
は
欠
か
せ
な
い
料
理
だ
そ
う
で
す
。  

 

今
回
は
、
じ
ゃ
っ
ぱ
汁
を
お
鍋
に
仕
立
て
『
じ
ゃ

っ
ぱ
汁
風
タ
ラ
味
噌
鍋
』を
提
供
し
ま
す
。 

写真はあくまでイメージです。 

1 月 28日昼食に提供！ 

を
使
っ
た
古
民
家
風
の
木
造
平
屋
建
築
と
し
、
懐
か

し
い
空
間
で
、
安
ら
ぎ
と
温
か
み
に
包
ま
れ
な
が
ら
、

互
い
に
膝
を
交
え
て
語
り
合
い
、
認
知
症
症
状
の
緩

和
と
進
行
防
止
を
目
指
す
「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
セ
ラ
ピ

ー
」を
行
い
ま
す
。 

今
後
も
組
織
理
念
で
あ
る
「
人
と
社
会
の
ケ
ア
を

通
じ
て
、
健
や
か
な
未
来
社
会
を
創
造
す
る
」
べ
く
、

一
歩
一
歩
努
力
を
重
ね
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
本
年
も
倍
旧
の
ご
支
援
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日 

 
医
療
法
人
社
団 

珠
泉
会 

 

理
事
長 

 

市
村 

義
久 

 

今
年
も
頑
張
り
ま
す 

昨
年
は
、
当
施
設
を
ご
利
用
頂
き
誠
に
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
さ
ら
な
る
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
職
員
一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

介
護
老
人
保
健
施
設
オ
キ
ド
キ 

職
員
一
同 

《 

総
務
課
よ
り 

》 

 

利
用
料
の
お
支
払
い
は
毎
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
お
支
払
い
下
さ

い
。 尚

、
窓
口
で
の
お
支
払
い
は
年
中
無
休
、
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時
の
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 


